











人が 「語 る」とい うことは、「語 る場」と切 り離せないのではないで しょうか。大学院生
が主体 となって調査研究活動 を行 う課題 探 求 ・討 論科 目で あ る研究開発 コロキアムで、
京都府相楽郡南 山城村野殿 ・童仙房地域をフィール ドに、地域の方々に聞き取 り調査を行
いま した。そのひ とっ として 「農村の女性の暮 らし」をテーマに、農業 を営むAさ ん家族
に 日々の生活や農作業について話 をうかがいま した。イ ンタビューは、Aさ ん宅の土間に
ある応接セ ッ トのテーブル をは さんで、向かい合 わせ に座 って始ま りま した。その途 中で、
家で食べる野菜はすべて賄 っているとい う畑を見せていただくことに しま した。す ると、
土間から畑へ と場所を移動 した ことで、Aさん とBさ んの語 り方やその内容が変化 したこ
とに気づきま した。土間でのインタビューでは、畑作業 を通 じて童仙房 の野菜や風土につ
いて語 る傾向にあったのに対 し、畑で野菜 を収穫 しなが らの会話では、畑作業 に関 してよ
り具体的で、個人 の生活に密着 した内容 とな りま した。季節毎の一連の作業の手順やその
時の状況などの農作業のこと、それぞれの野菜の美味 しい食べ方、そ して、料理にまつわ
る昔の思い出まで話は拡がってい きま した。そ こには、色鮮やかな野菜を 目の前に して、
引き出され るよ うに話題が どん どん変わ り、よ り具体的で、生き生きとした会話の展開が
あ りま した。調整 された時間内で、聞き手が 「質問 し」、語 り手が 「答える」とい う会話の
形であった土間でのインタ ビューが人工的な場であることを知 らされます。
それでは、Aさん家族にとって、畑 とい う空間は どのよ うな場なので しょうか。この畑は、
現在 、Aさ んのお姑 さんであるBさ んが主 に野菜 の世話 をしてお り、Bさ んは30年ほ ど
前にお姑 さんから引き継いだものです。畑作業が 「毎 日の楽 しみ」 とい うBさ んの語 りか
らは、野菜を育てることの楽 しさを味わ う場 としての意味をもつ空間と捉 えることができ
ます。嫁いです ぐに料理を教わ り、畑の野菜で食事を作ってきたAさ んの畑作業や野菜の
話か らは、台所 を預か り、 日常の食卓 を潤すための場 としての意味をもつ空間 と捉 えるこ
とができます。 この畑 は、毎 日食べる野菜 を育てる場 とい うだけでなく、畑に関わる人そ
れぞれの意味を持つ場であることが分か ります。また、Aさ ん とBさ んは畑 とい う空間を
分有 し、それぞれ の世代の役割 を担い、引き継いできたことが うかがえます。そ こか ら、
世代 にともな う家族間での役割 によって空間の意味が変わって くると考えることができま
す。
こ うしてみると、「どこで語 るのか」 とい うことは、 「何 を語るのか」、 「どのよ うに語 る
のか」に作用す るといえるのではないで しょ うか。聞き取 り調査 をす る上で、話を うかが
う場所は、語 り手の意向が最優先 されなければな りません。その上で、聞き手である私た
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ちは、地域の人び とのより生き生きとした生活を捉え、理解 してい くために、「語 る場」を
選定 し、語 り手に とってその空間の意味を意識 して話を聞 く必要があると実感 しま した。
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